
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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後期基本計画 令和　４年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０５ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長  角掛　雄一

水道総務課長　小林　純子

１．基本施策の令和 4年度までの実現状況を明らかにする

水道事業の開始から40年以上が経過し、浄水場等の基幹水道施設や配水管等の老朽化が進行するなかで、岩手山麓の恵まれ

た水源を活用し、市民が必要とする安全な水をいつでも、いつまでも提供するため、安全で強靭な水道の持続を目指します

。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 滝沢市の水道がおいしいと感じている人の割合

1 ら 75.5 75.5 75.5 75.5 75.5 Ｄ
％以上 75.5

し 72.5 66.7 73.9 77.4 77.4 0.0

幸 滝沢市に愛着がある人の割合

2 75 77 78 80 80 Ｃ
％ 74.6

福 69.1 68.1 71.2 75 75 7.4

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

04050100 安全な水道水の供給
暮

滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合
1 ら

75.5 75.5 75.5 75.5 75.5 Ｄ
し ％ 75.5

72.5 66.7 73.9 77.4 77.4 0.0



り

施設更新の計画策定と

組

実施、専門研修

の受講

み

等により人材育成に取

と

り組む必要があります

方

。

針についての達成（実現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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水道整備課長  角掛　雄一

水道総務課長　小林　純子

２．基本施策の実現に向けての令和 4年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

・「水安全計画」に基づき、水源の監視と浄水処理、水質検査を実施し、安全な水道水の供給を継続しました。

・「第3次水道事業ビジョン」策定に合わせ、整備内容等を見直し、水道施設の更新、耐震化を進めました

政

。

・漏水防止対策の継

 

続実施により、漏水率

 

を維持しました。

・住

 

民参加による応急給水

 

訓練を実施し、災害対

策

応体制を強化しました

:

。

・組織、人員体制に

基

ついては外部研修の受

本

講や外部委託による民

施

間事業者との連携によ

策

る技術水準の維持に努

:

めました。

(２) 基

主

本施策内の取り組みと

管

方針のうち、令和 4

課

年度の重点課題の達成

長

（実現）状況
Ｂ 概ね達

職

成した

【重点課題】

令

・

和元年度から令和4年

氏

度までを事業計画とし

名

策定した「水道事業経

関

営計画」に基づき老朽

係

水道施設更新と配水管

課

路の耐震

化を継続的に

長

実施します。

【達成状

職

況】

老朽化していた、

・

柳沢取水ポンプ場の受

氏

電設備、非常用発電機

名

の更新工事に着手し、

(

配水管路の耐震化を継

１

続実施しました

。

３．

)

基本施策の実現に向け

 

ての令和 4年度実施

基

後での変化を認識する

本

Ｂ 社会環境変化あり

新

施

型感染症や国際情勢等

策

の影響による燃料費や

目

物価の高騰が、基本施

標

策の実現へ影響する可

の

能性があります。

Ｂ 必

達

要あり

環境の変化に対

成

応した政策の推進にあ

（

たり、より効果的に事

実

業を進める必要があり

現

ます。

(１) 令和 

）

6年度方針策定に際し

に

、今後の方向性や引継

向

課題
Ｂ 課題あり

令和5

け

年度以降の次期水道事

た

業ビジョン等における

計

重点課題「有収水量の

画

減少」「施設更新需要

期

の増大」「人的資源の

間

確保

・技術の継承」に

内

ついて、地下水源の利

の

用促進と漏水防止対策

取

の継続実施、効果的な
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主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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04050100  安全な水道水の供給
1

237,752 46,259 △80.5

04050200  強靭な水道の整備と維持
2

386,150 219,136 △43.3

04059000  【4-5 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0


